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二 倍 年 歴 と 稲 作
名古屋市 石田敬一

１ 焼畑

福岡県の縄文時代晩期の曲り田遺跡でモミが

発見されたのを始め、近年、岡山県岡山市津島

東の朝寝鼻貝塚や、彦崎貝塚の縄文時代前期の
あさねばな

地層から稲の細胞の化石、プラントオパールが

見つかりました。また、同県総社市南溝手遺跡

や岡山大学津島キャンパス内にある津島岡大遺

跡の土器内からも稲のプラント・オパールが発

見され、西日本では少なくとも紀元前３５００

年以前から稲作が行われていたのはほぼ確実で

あると考えられるようになりました。

表１ 稲モミに関する主な発見

１９８０年 福岡県の曲り田遺跡で、縄文時

代晩期の竪穴住居跡から多数の

モミを発見。

１９９２年 岡山県総社市の南溝手遺跡や津
みなみみぞて

島岡大遺跡で、縄文時代後期末

の土器にモミの圧痕を発見。

１９９９年 岡山市の朝寝鼻貝塚から、約６

０００年前のイネのプラントオ

パールを発見。岡山県灘崎町の

彦崎貝塚からも同時期の炭化米

を発見。

この時代には、水田跡や農具等の稲作の遺構

は発見されておらず、水田稲作ではなく、焼畑

で始まり、それから陸稲による畑作に変わって

いったと考えられます。

焼畑を例にとれば、次のような方法で農作業

が行われたと考えられます。なお、畑に直接播

種する点においては、陸稲の方法も焼畑と同じ

です。

①冬の間に立木を伐採し木材や薪炭に利用。

②残った木々を放置し乾燥。

③春、残った枝葉等に火入れ。耕地の造成。

④耕地に穴開けし３，４粒を播種。

⑤刈り取りまでの間に水かけ、除草、鳥獣害

防除。

⑥刈り取り。天日干し。脱穀。籾摺り。

⑦また新しい土地で同じ方法で稲作。放棄し

た耕作地は数年で林地に復元。

こうした農作業の中で、焼畑又は陸稲では特

に重要な作業である火入れや播種、稲刈りは共

同で行ったと考えられます。しかしながら、必

ずしも耕起を行っていたわけではないと思われ

ます。

２ 水田稲作

３０年ほど前に、板付遺跡で紀元前４世紀以

前とされた水田跡の発見を皮切りに、佐賀県や

岡山県で紀元前４，５世紀の水田跡が発見され、
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従来考えられていたよりも古い時期から、本格

的な水田稲作が西日本で開始されていたとされ

ます。

表２ 主な水田跡の発見

１９７８年 福岡県の板付遺跡で紀元前３世
いたづけ

紀の水田跡よりさらに古い水田

跡を発見。

１９８１年 佐賀県菜畑遺跡で、縄文時代晩
なばたけ

期の紀元前５世紀頃と推定され

る水田跡を発見。

１９８６年 岡山県岡山市江道遺跡で、紀元
え ど う

前４世紀の水田跡などを発見。

２０００年 宮崎県都城市・坂元Ａ遺跡で弥

生前期後半の水田跡。下層にさ

らに古い畦を発見。

水田の畦や矢板、水路のほか稲作の道具が発

見された佐賀県唐津市の菜畑遺跡始め福岡県内
なばたけ

には野多目遺跡、十郎川遺跡、有田七田前遺跡、

雀居遺跡、橋本一丁田遺跡など最古級の水田跡

が発見され、紀元前５世紀には水田稲作が行わ

れていた確実な証拠であるとされます。

菜畑遺跡では、下層にはイネの花粉とともに、

アワ、アズキ、ヒョウタン、メロン、ゴボウ、

シソなど、主に畑で栽培される植物と、カタバ

ミ、イヌホウズキ、ナズナ、ハコベなどの畑の

雑草の種子が出土し、その上の層には水田に生

える雑草の花粉や種子が出てくるとされ、これ

までは、土器の変遷から紀元前５世紀あたりが

陸稲から水稲へ移行した時期ではないかと考え

られていました。

しかしながら、２００３年５月に国立歴史民

族博物館は、炭素１４年代測定法（ＡＭＳ）に

により、水田稲作の開始時期が紀元前１０世紀

頃とする研究成果を発表し、これまでの縄文か

ら弥生時代への年代観を５００年ほど遡らせま

した。国立歴史民俗博物館考古研究系 藤尾 慎

一郎助教授は、別添の図表「炭素１４年代の較

正年代にもとづく縄文～弥生時代の実年代」に

より、日本列島における水田稲作の始まりの時

期を地域別に示されています。岡山県津島江道

遺跡はいわゆる小区画水田であったのに対し、

同じ時期に、福岡市の野多目遺跡では、すでに

大区画水田となっており、北九州は早くから水

田稲作が大規模化されていたと考えられます。

また、高知大学名誉教授の中村純氏は、花粉

学の研究において、板付遺跡では今から３７０

０年ぐらい前から稲や水田雑草の花粉が急増す

るという成果を示されており、紀元前１０世紀

をさらに遡らせる可能性をも示されています。

こうした研究成果を踏まえると、北九州にお

ける水田稲作はこれまで考えられてきた時代よ

り、少なくともさらに５００年は、古くなると

してよさそうです。すなわち水田稲作の始まり

は、紀元前１０世紀以前であるという可能性が

高いということです。

北九州の水田稲作が紀元前１０世紀頃という

認識については、古田武彦氏が『失われた九州

王朝』（２０１０年、ミネルヴァ書房）などの書

籍で示されているほか、同じ認識に立って、草

野善彦氏が、『古田史学会報No.６１』（２００

４年４月１日）において、「弥生渡来人説と中国

史料」と題して問題提議されています。

３ 水田稲作と農事暦

水田耕作の場合は、陸稲による農作業、播種

や稲刈りなどの作業の他に、田起こし、畦ぬり、

苗の育成、田植え等の作業があります。

水田稲作の一般的な作業は、次のとおりです。

①緑肥などを鋤き込む田起こし。

②圃場を整備。田植えに備え畦ぬり、代かき。

③苗代に種籾をまき発芽、育苗。

④苗を本田に田植え。

⑤雑草取り、肥料散布。

⑥稲刈り。天日干し。脱穀。籾摺り。

この水田稲作の時代からは、陸稲による畑作

にも増して農作業の過程が複雑になるので、よ

り計画的に進めるために農事暦が必要になった

と考えられます。

特に留意したいことは、焼畑や陸稲ではなか

った、田起こしの作業が、水田稲作では、堆肥

や除草効果のある重要な作業として必要である

ことです。
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図 炭素１４年代の較正年代にもとづく縄文～弥生時代の実年代

４ 春耕秋収

『三國志』東夷伝・倭人條には、「その人、寿

考、或は百年、或は八、九十年」とされ、倭人

が百歳、あるいは八十から九十歳の長寿だと記

述され、その『魏略』脚注には、「倭人は正歳四

節を知らず、但々春耕秋収を計って年紀と為す」

とあります。

其俗不知正歳四節但計春耕秋収爲年紀

農作業の節目には、春耕と秋収があり、これ

をもって１歳、２歳と数えたということです。

中国では１年で２歳と数えていなかったので、

この特徴的な「二倍年齢」を『魏略』に記述し

たということでしょう。

ここで注目したいのは、春耕秋収です。明ら

かに農業に関連した記述です。そして春耕とい

うからには、耕起を伴わない焼畑や陸稲ではな

く、水田稲作の田起こし、すなわち耕起を指し

ているのではないかと思います。つまり、この

記述は、水田稲作における春耕と秋収を区切り

としたということだと思います。古田氏は、こ

の記述について「一年に二回歳をとる、つまり

二倍年暦があった」として、当時の百歳は現在

の五十歳という意味と主張されました。そうで

あれば、記紀にある古代の天皇の寿命が百歳を

超えることについて、矛盾無く理解できますの

で、全く同感です。

そして、暦については、紀元前約一千年前か

ら北九州で行われていた水田稲作における重要

な農事である田起こしと稲刈りを節目として、

農事暦をもとに、「二倍年暦」が使われていたと

思われます。

その後、倭は中国の冊封体制に組み込まれま

した。この中国の暦を受け入れた段階に至って、

倭の年暦は、中国の暦に合わせ、一倍になった

と考えています。ただ、その中国の暦を受け入

れた時点から一倍年暦ではあるものの、古代天

皇の崩御年齢が二倍の年齢となっているように、

年齢だけは農事暦の慣習のまま一年で二回歳を

数えたと思います。つまり、この時点からは、

一倍年暦であって、かつ、二倍の年齢を使って

いたと思われるので「二倍年齢」と称した方が
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よいのではないかと考えています。

５ 冊封体制

『翰苑』に「漢書地志曰夫餘樂浪海中有イ妾人

分爲百餘國以歳時獻見」とあります。紀元前一

世紀頃には、倭はすでに中国に献見していたこ

とを示していますが、文献上で倭が確実に中国

の冊封体制に組み込まれた証拠はいつでしょう

か。

『後漢書・東夷傳』には次のとおりあります。

建武中元二年 倭奴國奉貢朝賀使人自稱

大夫倭國之極南界也 光武賜以印綬

（下線は石田による。以下同じ）

ここで注意すべきことは、大夫が中国の周（紀

元前１０４６年頃から 紀元前２５６年まで）の

身分制度であり、建武中元二年当時（西暦５７

年）の倭國（倭奴國）では、この中国の古い身

分制度をもとにした身分を自称していることか

ら、建武中元二年以前から、中国の制度を使用

し続けていたということであり、また、中国の

古い制度を認識していたことになります。

冊封体制に関する記述については、「光武賜以

印綬」にあります。倭國は光武帝から印綬を賜

わりました。印綬は冊封体制下に入った確実な

証であると私は思います。この時点で、倭國は、

確実に中国（後漢王朝）の冊封体制に組み入れ

られたのでしょう。

また『隋書・俀國傳』には次のとおり、安帝

の時(１０６～１２５年)に、遣使が朝 貢してい
ちょうこう

る記述があります。

安帝時、又遣使朝貢、謂之倭奴國

さらに『宋書・倭國傳』では、言うまでもな

く、五世紀の倭の五王が宋王朝の冊封体制のな

かで、朝鮮半島の支配を認めてもらおうと遣使

を繰り返したことが記載されています。

詔除武使持節、都督倭新羅任那加羅秦韓慕韓

六國諸軍事、安東大將軍、倭王

このように倭國は、建国後、しばらくして、

中国の冊封体制の下にあったことがわかります。

しかしながら、継体の頃から中国への貢献は

なくなり、七世紀初めには『隋書・俀國傳』に

あるとおり、倭王の多利思北孤は自らを日出処

天子として、中国の冊封体制から完全に脱却し

たと考えられます。

なお、蛇足ですが、建武中元二年（西暦五十

七年）は、新羅の第４代の脱解王が即位した年

であり、倭人とされる脱解王の動きは気になる

ところです。

６ 『九州年号』ー古文書の証言ー

年始五百六十九年内卅九年無号不記支干其間結

縄刻木以成政

継体五年 元丁酉（石田注．５１７年）

・・・以下略・・・

年始、五百六十九年。内三十九年、号無く支干を記

さず。其間結縄刻木、以って政を成す。

(『二中歴』年代歴冒頭部)

この『二中歴』の記述について、古田武彦氏

は、市民の古代第１１集（１９８９年）の『九

州年号』で、九州王朝の年始に関する考え方を

次のとおりわかりやすく示されています。

これは、前回、私が従った増田修氏の見解「紀

元前１３年から５１７年までの間は中国年号・

干支を用いた」と同じ主旨であり、また、これ

に先立つ主張です。

やや長いですが関係する部分を抜粋します。

つまり、五六九年というのは次に表われる「九州

年号」の始まり、五一七年（継体元年）これをさかの

ぼる五六九年前が「年始」である、こういう意味なの

です。この年始から九州年号開始まで五六九年経

ったということですね、この年号ができるまで。だか

ら、計算で言うと五六九、マイナス・五一七、つまり

「紀元前五二年」、これが「年始」である。年始という

のはその国の始まりの年である。言いかえると、「九

州年号」の話ですから「九州王朝」の建国時点であ

る。これをまた言いかえますと、「九州王朝」はいか

にして始まったかというと、アマテル（アマテラスオホ

ミカミ）がニニギを筑紫に派遣して、そこで「九州王

朝」を建て、筑紫の王朝は始まったのです。つまり、

「天孫降臨」の時点である。

「天孫降臨」は実在の事件です。筑紫のクシフル

タケに壱岐・対馬からやってきた。そのアマテルたち
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の勢力の拠点は、壱岐・対馬の海人族だと思われ

ます。この海人族が大陸からの武器を手にして、船

という、当時もっとも大量の運搬具をあやつって、つ

まり最強の軍事力を持ちえたために、今までは中心

権力者だったオオクニヌシに対し、主権の譲渡を

「強制」し、それに成功した。そしてこの縄文水田・弥

生水田として、日本列島で稲作のもっとも豊穰な筑

紫を狙ったわけです。「国譲り」で狙った目的は菜畑

・板付の縄文・弥生水田であった。というのがわたし

の理解です。そこで「九州王朝」は始まった。それが

実は「紀元前五二年」であった。これは東京の立川

のカルチャーに行っている方に話をしたらご注意が

ありまして、「前五三年」かもしれない、紀元０年が

ないのでとのこと。そういう問題はあるとしても一応

単純計算で、五六九年引く五一七年で、紀元前五

二年といたします。それから三九年たったところ、つ

まり五二年引く三九年のところ、「紀元前一三年」こ

の時まで年号は当然ありません。年号は五一七年

に至るまで無いのですから、しかも中国の干支すら

筑紫に伝わってきていなかった。この時間帯ならわ

たしは不思議はないと思います。紀元前の時間帯

ですから。ところが、言いかえると、この紀元前一三

年から中国の干支を採用し始めた。つまり干支を採

用するということは中国の文明を知ったことを意味

します。単に知っただけではなく、中国の暦計算に

時間を合わせるということになります。つまり中国文

明の圏内に入った、といいますか、そういうことの表

現なのです。それが紀元前一三年からであるという

ことです。

（『市民の古代』第１１集、55・56頁。）

（下線は石田による）

まず、注意したいのは、古田武彦氏は、九州

王朝の年始すなわち建国が紀元前５２年と主張

されていることです。『二中歴』に素直に従えば、

その主張は妥当であるといえましょう。

では、中国の冊封体制に組み込まれた近隣の

国の建国はいつ頃でしょう。朝鮮半島の国々、

新羅、高句麗、百済の建国を確認します。

朝鮮半島に現存する最古の歴史書『三國史記』

によれば、表３のとおりであり、朝鮮半島の国

々の建国の状況からして、九州王朝の建国が同

時期の紀元前５２年であるとした古田氏の主張

は、充分に納得できるものではないかと感じて

います。

表３ 新羅等の三国における建国時期

国 名 建 国 始 祖

新羅(徐那伐) 紀元前５７年 朴赫居世

高句麗 紀元前３７年 朱蒙

百済(十済) 紀元前１８年 朱蒙の第三子

温祚

表４ 年暦と年齢の関係

紀元前１０世紀頃 水稲栽培の始まり

二倍年暦

紀元前５２年 年始

九州王朝の始まり

紀元前１３年 中国干支の受入れ

二倍年齢・普通暦
、

紀元５１７年 継体元年

九州年号の始まり

元嘉暦の導入

一倍年暦

紀元６８９年 元嘉暦の木簡

紀元６９０年 元嘉暦・儀鳳暦の

(持統天皇４年) 併用

紀元６９７年 儀鳳暦の単独使用

文武天皇元年

さらに、ここで注意しなければならないのは、

紀元前１３年から中国の干支を採用した意味で

す。

九州王朝が紀元前１３年に中国の干支を採用

したのは「中国の暦計算に時間を合わせ」たこ

とを意味します。私は、この古田氏の考えに賛

成です。ただ、古田氏は、この時点では「二倍

年暦」は続いていたというお考えのようです。

私は、この「中国の暦計算に時間を合わせ」
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たということは、とりもなおさず、当時、一倍

の年暦であった中国の年暦に合わせるというこ

とだと思います。ですから、当然、九州王朝は

一倍の年暦を受け入れたと考えます。前回私が

主張したとおり、この時点で「二倍年暦」から

「一倍年暦で二倍年齢」の時代に切り替わった
、

のだと思います。

中国の暦計算に合わせたにもかかわらず、九

州王朝内では「二倍年暦」を使い続けたと想像

することは、私には思えません。

紀元前１３年を境として、「二倍年暦」が終わ

り「一倍年暦」の時代になったのだと私は思い

ます。ただし、継体天皇の頃まで記紀の天皇の

崩御年齢が二倍であると考えられることから、

紀元前１３年以降も年齢は、１年で２歳を数え

ることを変えなかった。つまり「二倍年齢」の

時代が続いたのではないでしょうか。

その後、九州年号が成立した時点、すなわち

「継体」の年号から、年暦も年齢も１倍の「一

倍年暦」になった。これが合理的な考え方では

ないかと思うのです。

７ 元号

元号の始まりは、前漢の第七代皇帝武帝（紀

元前1４１年～８７年）の時の「建元」または、

文帝の１７年（紀元前１６３年）の「後元」が

元号の始まりであるとされます。私は字面から

して「建元」が妥当であろうと思います。

元号の制定は、君主制の思想に基づき、皇帝

が時を支配するために設けられたものと考えら

れます。中国の冊封体制下にあれば、基本的に

は中国王朝の暦を用いていたと思いますが、独

自性が芽生えた国々では、中国を真似て自らの

元号を定めたと考えられます。

表5 朝鮮半島諸国の元号

国名 元号 国王 制定年 出 典

高句麗 永楽 好太王 三九二年 広開土王碑文

延寿 長寿王 四五一年 銀製盒銘文

新 羅 建元 法興王 五三六年 三国史記

百 済 建興 聖 王 五三二年 金銅仏光背銘

九州王朝では、５１７年に元号が始まったの

に対して、朝鮮半島の諸国ではどうでしょう。

朝鮮半島の国々においては、日本と同様、ず

っと冊封体制下にありましたので、建国してか

ら元号の制定までには時間的な開きがあります。

高句麗では、単発的に二つの元号がわかって

いるだけです。広開土王のように独自性が強い

時期に元号が設けられたように思われます。新

羅は、５３６年の「建元」、百済は５３２年の「建

興」が元号の始まりとされます。（新羅の智讃王

の「延寿」は単発。）

新羅や百済の元号の始まりを鑑みると、５１

７年が九州王朝の元号の始まりであることに違

和感はありません。

以上、朝鮮半島の建国や元号の始まりの動向

は、古田氏が示された、九州王朝の年始・建国

や中国の干支の受け入れに関する考え方を支持

するものであると思います。

８ 「二倍年暦」の伝来の想像

まったくの想像ですが、「二倍年暦」は、農業

とともに古代中国から伝わったのかもしれませ

ん。

古代中国の伝説に登場する三皇五帝の一人、

神農は医療と農耕の術を教えたという紀元前２

７４０年頃の王ですが、皇甫謐の『帝王世纪』
こうほひつ

には、炎帝神農は在位百二十年で崩じ、長沙（湖

南省長沙市）に葬られたとされます。

神農が１２０歳まで生きたとすれば、それは

通常の寿命とは考えられませんので、「二倍年暦」

で数えた年齢ではなかったかと思います。神農

の時代は「二倍年暦」が使用されていたのかも

しれません。それが、遠い昔、農業とともに日

本列島に伝わったのではないかと想像していま

す。

漢の武帝に始まった元号は、清朝の最後の皇

帝である愛新覚羅溥儀で終わりましたが、中国

で生まれた元号を、今でも日本は、西暦と並行

し使い続けています。

「二倍年暦」についても、遠い昔中国で生ま

れ、そのあと中国で使われず忘れ去られた後も、

日本では、ずっと使われていた可能性がゼロで

はないと思いますが、いかがでしょう。



*1 「度僧」あるいは「度する僧尼」とは得度のことで正式に僧になることである。現在でも浄土真宗などは年に
一度本願寺に僧になる希望者を集めて得度式を行い。剃髪をし本山から僧としての最下の位をもらう。そして俗
界から仏門へとすすむこととなるのである。
唐の時代名僧「鑑真」を日本に招いたひとつの理由は、この得度をあたえる方法とその作法を知るものが、そ

れまで日本にいなかったからで、「鑑真」を迎えてはじめて正式に日本の国の中で僧が誕生することになるので
ある。
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文 帝 と 仏 教
知多郡阿久比町 竹内 強

はじめに

本誌前号にて、俀国王「多利思北孤」が隋の

煬帝に送った国書について私の理解していると

ころについて述べた。

今回は、俀国が１００年近い沈黙を破って中

国、それも北朝の流れをくむ隋に遣使送ったの

かについて考えてみたい。

１ 隋の建国

北周の武帝は廃仏の政策を推し進めたが三十

六歳の若さで亡くなると(５７６年)、太子であ

る宣帝が帝位に就いた。しかし、その宣帝は一

年も過ぎない内に八歳の息子の静帝に位を譲り

自らは上皇となり放蕩な生活をはじめた。かわ

って実権を握ったのが静帝の外祖父である楊堅

であった。楊堅は上皇が死ぬと反対派を次々と

除き、孫の静帝から位を奪って新王朝を開いた

(５８１年)。

この楊堅こそが隋の高祖文帝である。皇族に

つながる者はほとんど殺し、忠君名将の尉遅迥

とその支持グループも根こそぎ討たれる。血の

粛清は九歳の静帝にもおよび、彼は九歳になっ

たばかりで、原因不明のまま突然の死を迎えて

いる。こうして皇帝の座に上り詰めた文帝であ

るが、やがて仏教を復興させ海西の菩薩天子と

仰がれた。

これを懺悔のための政策と見るべきか。しか

し、文帝には興味深い説話が残されている。

２ 文帝楊堅と仏教

『隋書』の冒頭には文帝楊堅は西魏の大統七

年(５４１年)馮翊、現在の陜西省大茘県の般若
ひようよく

寺で生まれ、幼名を那羅延といい、尼僧の智仙

に育てられた言う。

那羅延というのはサンスクリットで「ｎｒｙ

ａｎａ」、「金剛力士」とか宇宙を創造する「大

梵天」をさす言葉である。いかにも後の文帝を

前提にした説話に聞こえるが、当時の社会では

神将や菩薩とか文殊、さらには夜叉、羅刹とい

った幼名や字を付けて、子どもの健やかな成長

を祈る風習があった。そう見てみると特別な名

前でも無さそうである。

唐初の名僧法淋が著した『弁証論』には、説

話の舞台となった般若寺の縁起について語り、

北周の廃仏によって寺はあとかたもなく壊され

たが、文帝は生家のことを懐かしみ、即位して

四年後の開皇四年(５８５年）、般若寺の跡地に

大興国寺を建立したといい、荘厳きわまりない

堂塔伽藍のすばらしさを語っている。

文帝の仏教復興事業は、一千余の度僧*1 を皮

切りに僧官制度の復活、廃寺の復旧、教典・仏

像の捜索や修理などが進められた。また注目す

べきは五岳に仏寺一所を建立せよという命令で

ある。五岳とは、東岳泰山・西岳崋山・南岳灊山
せんざん

・北岳恒山・そして中岳崇山をいい、古来の山

岳信仰と戦国時代に生まれた五行思想の影響を

受けて紀元前一世紀ごろ漢の時代に成立した。

この歴史と伝統を誇る神聖な山々に外来の仏教

寺院をしかも国費で創建したのであるから文帝

が仏教を立国の中心に据えるという宣言ともな

った。

文帝の仏教復興政策の結果は開皇より仁寿年

間（６０４年）までの２０余年で度する僧尼二

十三万人、諸寺三千七百九十二寺、写経四十六

蔵十三万二千八百十六巻、教典の修理三千八百

五十三部、石像等の造営大小十万六千五百八十

軀、故像修治百五十万八千九百四十軀という。

開皇五年（５８５年）文帝は大興殿において法

経から菩薩戒を受けた。

こうした業績や政治は朝鮮半島の国々更に俀

国にも伝えられたであろう。仏教を信仰し仏教

国家目指す多思利北孤にとって隋に遣使を送る

ことを決意するのに苦慮することはなかったと

想像される。ここでも仏教が行動の思想的衝動
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なのである。

３ もう一つの疑問

俀王以天為兄、以日為弟、天未明時出聴政跏趺

坐、日出便停理務、云委我弟」高祖日、「此太無義

理」於是訓令改之。 （『隋書』東夷・俀国伝）

この問答で文帝は俀国の政治形態が正しくな

い改めよと云い、これを改めさせたというので

ある。どのように改めたのかについては述べて

いない。わたしはこの問題の答えをやはり「仁

王経」の中に見いだすことが出来る。

国王は一日の二時(例えば朝夕）に「仁王経」

を購読せしめるならば、国土の中の百部の鬼神、

また十一の部のある百部の鬼神が、この経をき

くことを楽い、この諸の鬼神が､汝の国土を護る

であろう。

事実、文帝は自らも朝夕後宮の中で王妃を横

にして『般若波羅密經』を唱えたという。

文帝は多利思北孤に仏教的国家の政治形態を

「仁王経」やその他の教典から学ぶよう教えた

のだと思う。遣使に対して多くの教典あるいは

解説書を持たせたのでは考える。

そして、その結果があの有名な「日出処の天

子」ではじまる国書へとつながる。しかしこの

国書が届いたとき既に文帝はこの世を去ってい

た。煬帝の治世へと変わっていた。

今回二つの問題

１，なぜ多利思北孤は北朝系の隋に１００年の

沈黙を破って遣使を派遣したのか。

２，文帝は俀国の政治形態をどのように変えさ

せたか。

について仏教の中にその答えを見いだした。引

き続き隋書の中身について論じて行きたい。

韓 国 内 陸 行 説
－平瀬英司説の紹介－

瀬戸市 林 伸禧

はじめに

『魏志』東夷伝・倭人條の冒頭部

従郡至倭循海岸水行歴韓国乍南乍東到其北岸狗

邪韓国七千余里

の韓国内行路については、陸行説と水行説の２

説がある。

通説は水行説であるが、平瀬英司氏が、陸行

説を実証した論文を紹介する。

１ 論者の意見

(1) 水行説

佐伯有清著『歴史文化ライブラリー１０４・

魏志倭人伝を読む－邪馬台国への道－』上

七千余里の里程 帯方郡から狗邪韓国までの距

離七千余里は、帯方郡から狗邪韓国まで終始、水

行する、つまり朝鮮半島の西海岸、そして南海岸に

沿って航行する里程とみなす説と、帯方郡を船で出

発し、途中韓国に上陸し、以後、狗邪韓国まで陸行

する里程とみなす説とがある。

帯方郡から狗邪韓国を経由して倭へ行くのに「水

行」という海岸沿いの航路をとって船出したのに、わ

ざわざ韓国で船を捨てて陸路をとって狗邪韓国へ

行くという手間をかけたであろうか。帯方郡の港を

出帆した船は、狗邪韓国を経て、一路、倭へ航行し

たに違いない。－後略－

（『魏志倭人伝を読む』上、44･45頁）

(2) 陸行説

古田武彦著『「邪馬台国」はなかった』

以上によって、中国文の文法・語法を忠実に守り

つつ理解すると、韓国行路はつぎのようになる。

魏使はまず、「海岸に循って水行して」帯方郡西

南端（韓国西北端）にいたり、そこから上陸して陸行

にうつり、左図のように、南下・東行をいわば「階段

式」に、小刻みにくりかえして、狗邪韓国にいたった

こととなるのである。

従来のように、帯方郡治からまっすぐ水路「南行」

して韓国西南端にいたり、ふたたびまっすぐ水路

「東行」して東南端付近の狗邪韓国に至る、というよ

うな理解の仕方は、全く原文章の文脈を無視した、

不用意な読みかえなのである。

こうしてみると、魏使は韓国をもって、倭国にいた

るための、「単なる通過地」とみなしていたのではな

い。〝中国正統の、魏の天子に対する礼を守って、

朝貢してきた倭国の忠節を賞美する、威儀正しい答

礼便と、莫大な下賜品を連ねた行列″によって、韓

人に対するデモンストレーションを行ないつつ、行進



*1 平瀬英司氏は、当該論文以前に「チャリンコ魏『使』倭人伝－自転車で走った魏志倭人伝のコース－」（『市民
の古代』第１７集。1996〈平成8〉年4月）を発表している。

*2 平壌（ピョンヤン）市南方約６０キロ、黄海北道文井面（黄海道鳳山郡智塔里？）の漢式墓から「使君帯方太
守張撫夷」の銘がある塼が出土。そこから南へ４キロ、現在の沙里院（サリウオン）市内にある智塔里土城跡を
帯方郡治と比定している。『弥生人の見た楽浪文化』（大阪府立弥生文化博物館・編集、1993（平成5）年10月）
参照。なお、ほとんどの論者は、論証抜きで「京城(ソウル)」付近としている。
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したものと思われる。

すなわち、後代日本の遣唐使が、ただ長安にむ

かうルートとして、韓国の沿岸を「水行」したのとは、

およそその時期と目的を異にしているのである。

（『「邪馬台国」はなかった』173頁）

２ 平瀬英司説（陸行説）

平瀬氏は、魏志倭人伝の冒頭の行路記事

を検証するため、１９９２（平成４）年に自転

車による陸行を疑似体験をし、１９９８（平成

１０）年に再び訪問して韓国での行路を調査し

た。

それを「韓国西岸の『水行』は不可能だった」

（『東アジアの古代文化』１０１号、１９９９〈平

成１１〉年１１月）*1 で発表された。

その概要は次のとおりである。

① 帯方郡治を沙里院*2 に比定した。
サリウオン

② 中世の旅行文献では、京城から半島東南端
ソウル

への交通路は陸行しかない。

③ 韓国・釜山の大学図書館・博物館に行き（１
プサン

９９８〈平成１０〉年５月）、中世に於いて京城
ソウル

・釜山間の陸行・水行利用状況を尋ねたとこ
プサン

ろ、スピードと安全性の見地から陸路であっ

た。

・韓国海洋大学校図書館、 鄭銀實 研究員談
チヨン・ウンシル

物資の輸送や、人の往来には七〇パーセン

ト以上の割合で、陸路が利用されていた。

それは韓国の西南岸は海難事故が多く危険

なためである。

・プサン博物館、李海蓮学芸員談
イ・ヘヨン

陸路の方がスピードが速い。西海は潮汐に

よる潮流が速くて、船が航行できる時間帯は、

一日に一時間ほどしかなく、船では時間がか

かる。

一八世紀の記録では京城から釜山までを陸
ソウル プサン

路では１８日間、船では郡山まで４０日を要
クンサン

した。

④ 平瀬氏は疑似陸行体験・疑似水行体験を行

ったところ、陸行が妥当と考えた。

・疑似陸行：北朝鮮との軍事境界線にあるキ

ョトン島からプサンまで自転車で走行した

ところ、一回の峠越え以外は平坦な道で楽

に走行できた。

・疑似水行： 仁川 港からアンミョン島
インチヨン

（ 仁川 と郡山のほぼ中間）まで船行した
インチヨン クンサン

ところ、遠浅で岩礁や干潟が点在していた。

また、５月･７月では、海上では霧がかかり、

わずか数キロの沖合からでも陸地の視認は

困難であった。

⑤ 以上から、倭人伝行路記事は次図のとおり

と想定した。

（『東アジアの古代文化』１０１号、72頁）



*1*1 『盗まれた神話』の出版状況
初版：朝日新聞社（昭和５０〈１９７５〉年 ２月）。
再版：角川書店 （昭和５４〈１９７９〉年 ３月）。「角川文庫本」として
三版：朝日新聞社（平成 ５〈１９９３〉年１２月）。「朝日文庫本」として
四版：ミネルヴァ書房(２０１０〈平成２２〉年３月)。「古田武彦古代史コレクション」として。
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３ 私見

・ 陸行説は疑似体験の調査で得た結論であり、

妥当と思う。

・魏は陸軍国である。魏使が伊都国に派遣され

る場合は、１００人単位の旅行団と想定され

るので、水行は必要最小限にしか利用しない

と思う。

・水行論者は、韓国の地勢をどの程度理解して

述べているだろうか疑問に思う。

ひろば

小 さ な 普 及 活 動 ２
名古屋市 石田敬一

ミネルヴァ書房から発刊された復刻版『「邪馬

台国｣はなかった』に続いて、図書館から早速『邪

馬壱国の論理』を購入したとの連絡が入りまし

た。そして、すぐさま『失われた九州王朝』、『盗

まれた神話』についても連絡が来ました。

これらのオリジナルは、発刊が古いため、図

書館の書棚では見かけなくなっており、私の近

くの図書館では、古田武彦氏の図書が並んでい

ません。これは、古田史学を普及していくには、

大きなマイナスでした。

ところが、この復刻版が世に出たことで、古

田武彦氏の主要な著書が多くの方々の目にとま

る状況ができ、たいへん良かったと思います。

個人でできる「小さな普及活動」としては、図

書館に古田武彦氏の図書が並ぶよう購入希望を

行うことです。全図書館に復刻版を備えてもら

いましょう。

嬉しいことがありました。

図書館で本を借りると、返納期限票を渡され

ますが、そこにはメモが書かれています。

どの本にも「次に予約でお待ちの方がいます」

とメモが書かれていました。古田史学に関心が

ある人は、多くいるんだという確信が生まれま

した。

さらに古田史学が広がることを望み、また、

隣の市の図書館に復刻版の購入希望を出してき

ます。一緒に小さな普及活動に取り組みましょ

う。

筑前 の地名 「日向」について
瀬戸市 林 伸禧

古田武彦氏は、その著『盗まれた神話』*1 の

「第七章天孫降臨地の解明－筑前の中の日向」

で「日向」の場所を特定している。

その根拠として、『怡土志摩郡地理全誌』に掲

載されている「黒田長政書状」としているが、「黒

田長政書状」を掲載している古い文献が判明し

たので報告する。

古田武彦氏は、次のように記述している。

そこで問題は(Ａ ※「日向峠」をいう)だ。ここはレッ

キとした筑前だ。ここにある「日向」の地名はこの峠だ

けのものか、あるいは、この付近のもっと広い地帯をさ

すか、だ。

この問題をときあかすのは、次の文献である。

○高祖村、椚

二十四戸。慶長の頃、黒田長政、村の南の、野地を

開き、田地とすべしと、手塚水雪に命ぜられし書

状、今も、農民、田中が家にあり。

其書に、五郎丸の内、日向山に、新村押立とあれ

ば、椚村は、此時立しなるべし。

民家の後に、あるを、くしふる山と云、故に、くしふる

と、云ひしを訛りて、枆と云とぞ。田中は、元亀天正

の間は、原田家より与へし文書、三通を蔵す。

（福岡県地理全誌抜粋目録、怡土郡之部。大正二年五月

発行、『怡土志摩郡地理全誌』東京糸島会発行所収）

(ミネルヴァ書房版『盗まれた神話』157頁)



*1 角川文庫・朝日文庫版及びミネルヴァ本では囲注を削除して、黒田長政書状の写真版を掲載している。
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また、古田武彦氏は、初版本に囲注*1 で、次

のように記述している。

上記の黒田長政書状は、前原町椚の手塚誠さんの

お宅に保存されてあり、ご好意によって拝見し、写

真に撮影することが出来た。

なお、青柳種信の『筑前国続風土記拾遺』にも収

められている。 (初版本『盗まれた神話』198頁)

この黒田長政書状を掲載、及び「くしふる山」

を記述している最も古い文献は、『筑前國續風土

記付録』である。

掲載文献の作成時期及び掲載状況等は表１・

表２のとおりである。

表1 黒田長政書状掲載文献

文 献 作 成 ･ 発 行 時 期 活 字 本 発 行 時 期 発 行 所

筑前國續風土記付録 1798（寛政11）年 翻刻版：1977（昭和52）年10月 文献出版

～1978（昭和53）年 4月

筑前國續風土記拾遺 1835（天保6）年以降、 影印版：1973（昭和48）年10月 筑前國續風土記拾遺刊行会

未完 翻刻版：1993（平成 5）年 6月 文献出版

福岡県地理全誌 1880（明治13）年 影印版：1988（昭和63）年 7月 福岡県

『福岡県史・近代資料編』所収

怡土志摩郡地理全誌 1913（大正2）年5月 － 東京糸島会

注 文献解題(『福岡県の地名』の解題から抜粋)

１ 筑前國續風土記付録

筑前国の地誌。天明４(１７８４)年福岡藩士加藤一純が藩命を受け、鷹取周成らの援助を得て編

纂を開始。寛政５(１７９３)年に四十巻を藩に献上したが、、博多･福岡･土産考など四部が未完の

まま一純が死亡。その後、鷹取周成が青柳種信の援助を得て不足八巻を補い、同１１(１７９９)年

に完成させた。

構成は、『筑前國續風土記』に準じるが、古城・古戦場がなく、河水記二巻を別に立てている。

２ 筑前國續風土記拾遺

筑前国の地誌。文化１１(１８１４)年青柳種信が『筑前國續風土記付録』の再吟味を命ぜられて

編纂が開始され、天保６(１８３５)年種信死亡後は長男長野種正･次男青柳種春が編集を引き続い

た。提要、福岡・博多及び十五郡の郡記、古城古戦場記からなる。

土産考・河水考が編集される予定であったが、現存の写本にはなく、完成しなかったと考えられ

る。

３ 福岡県地理全誌

明治五年の陸軍省の前国地理図誌編纂に関する府県への指令を受けて、福岡県が臼井浅夫にに委

嘱し、明治５(１８７２)年から同１３(１８８０)年にかけて編集された福岡県(旧筑前国十五郡)の

地誌。

『筑前國續風土記』・『筑前國續風土記付録』・『筑前國續風土記拾遺』など江戸時代に編纂された

地誌を参考にし、筑前十五郡の百六十三町・八百四十村・五浦について戸口・田圃等などを詳細に

記す。
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表２ 黒田長政書状掲載状況

『筑前国続風土記付録』 『筑前国続風土記拾遺』

巻之四十一、怡土郡高祖村 巻之四十六、怡土郡高祖村

（『筑前国続風土記付録』下巻、21頁）

『福岡県地理全誌』巻之一百四十二 怡土郡之二

（『筑前国続風土記拾遺』下巻、284･285頁）

（福岡県史・近代資料編

『福岡県地理全誌』六、530・531頁）
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９月例会報告

○ 「二倍年暦」について

名古屋市 石田敬一

『魏略』脚注の「其俗不知正歳四節但計春耕

秋収爲年紀」と『二中歴』の「年始五百六十九

年内卅九年無号不記支干其間結縄刻木以成政」

の記述から、紀元前１３年から紀元５１７年ま

で、暦は一倍年暦で年齢は「二倍年齢」であっ
、

たとする仮説をたてた。

この仮説は、古代の天皇の長寿を始め、倭の

五王の時代背景や暦に関する記紀の記述、九州

年号の制定時期などともマッチする。

「二倍年暦」と「二倍年齢」、元嘉暦と九州年
、

号の制定そして「一倍年暦」の関係について、

次のとおり私の思考を示した。

(1) 紀元前の日本には農事暦に基づく「二倍年

暦」の時代があった。

(2) それが中国の暦を受容した紀元前１３年か

らは、一年を一年とカウントする普通暦にな

った。

(3) しかし、人の歳の数え方は慣習に従って一

年で二歳と数え、従来どおり使っていた。

(4) 『三國志・東夷伝』では、この「二倍年齢」
、

について、特異な事であるとして『魏略』脚

注に「其俗不知正歳四節但計春耕秋収爲年紀」

と記載し、１年で２歳を数えると特記した。

(5) 倭の五王の５世紀の時代は、さかんに中国

と交流が行われ、中国の暦法に基づいて外交

を行っていた。これはとりもなおさず「一倍

年暦」である。

(6) 菩提達磨大師の遷化１５０歳の例などから

インドの地方においても紀元前から少なくと

も５世紀まで「二倍年暦」若しくは、「二倍

年齢」の時代があった。
、

(7) 継体の頃までは、天皇の崩御年齢にみるよ

うに「二倍年齢」である。
、

(8) 一方、欽明紀十四年(５５３年)に「別勅醫

博士易博士暦博士等宜依番上下 今上件色人

正當相代年月宜付還使相代 又卜書暦本種種

藥物可付送」とあるように暦博士等の交代を

依頼する記事があり、５５３年以前には、す

でに暦（元嘉暦）を使っていた。

(9) そして、持統紀四年には「奉勅始行元嘉暦

与儀鳳暦」とあり、元嘉暦と儀鳳暦を並行し

て行い始めたとされ、これまでは元嘉暦が継

続して使われていた。これは石神遺跡から元

嘉暦が書かれた木簡の発見により考古学にお

いても確認されている。

(10) 従って日本では紀元５１７年に導入され

た暦は元嘉暦である。この導入とともに、独

自の年号（古代逸年号＝九州年号）を定めた。

そして、これを機に「二倍年齢」をやめ、
、

普通暦でかつ一倍年齢つまり「一倍年暦」に

した。

○ 地名から考える歴史２

半田市 土井真人

前回に引き続き、『文政年間國郡全圖』を基づ

いて報告した。

・地域を分割する時の表記法について、

明治以降は「方位＋地域名」、江戸期以前は「地

域名の1文字＋方位」が一般的となっているが、

古代は方位でなく「上下」が用いられ、これ

と地域名の１文字で２文字の地域名表記とさ

れた。

古代表記での「上下」の付け方には特徴が

ある。近畿では「地域名の１文字＋（上下）」

九州では「（上下）＋地域名の１文字」

であり、表記法が逆になっている。権力との

関連性があるのではないだろうか。

関東の国名と九州の郡名は表記法が「（上下）

＋地域名の１文字」で同じであるが、権力等

のつながりについては不明。今後調査する必

要がある。

・「市」字は全て「チ」と読んでいる。人名の「市」

字についても「チ」と読んだらどういうこと

になるか検討の余地はあるのではないだろう

か。（一例…「都市」）

○ 「サルでもわかる日本古代史２」の紹介

瀬戸市 林 伸禧

インターネットで、「サルでもわかる日本古代

史２」（httm://www.d7.dion.ne.jp/~sekai/wiki.

htm）で筆者が考える「九州王朝説」が掲載され

ていた。参考になると思い紹介した。

また、筆者は冒頭の囲み記事で、
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長年編集してきたウィキペディアが宮内庁職員な

どの畿内狂徒の荒ラシにあって編集できなくなっ

たのでここに追加の説明を書きます（＾＾）ｖ。参考

にしてください。

ご意見は、「Yahoo!掲示板 - 日本史 - 九州王

朝」についてまで

と記述してある。

この中で、私と異なる考えが見受けられた。

代表的なものをあげると、次のようである。

・一大国

「２根拠－２．３邪馬壹国」の関連注［１１］

で、

壱岐国を減筆しても一支国にしかならない。一大国

となっているのはあきらな誤植である。

と述べている。

「一大」は「天」の異称（『大漢和辞典』巻一、

４０頁参照）である。一大国周辺は「天国」と

自称していたが、陳寿は「天」と記載するのを

さけて「一大」と記述したと思っている。

〈参考〉

林俊彦著「失われた一大国、続･失われた一大

国、一大国はなかった」（『東海の古代』８７号、

平成１９〈２００７〉年１１月）参照

・『魏志』倭人伝行程韓国内陸行説

「５ 説の歴史と問題点－５．２問題点」

の末行で

また、古田の九州王朝説などにも「魏志倭人伝行

程韓国内陸行説」・「唐軍による北九州進駐説」など

トンデモ説ともいえる主張が含まれている。

と述べているが、朝鮮の地勢を承知していない

のではと思っている。

平瀬英司氏は、北朝鮮との軍事境界線近く（帯

方郡治を北朝鮮の沙里院に比定）から釜山まで
サリウオン

自転車で走行して、疑似陸行を行った。それか

ら韓国内陸行説が正しいと立証している。

〈参考〉

（「チャリンコ魏『使』倭人伝－自転車で走っ

た魏志倭人伝のコース」（『市民の古代』１７集、

１９９６〈平成８〉年４月）参照。

なお、「韓国西岸の『水行』は不可能だった」

（東アジアの古代文化１０１号、１９９９〈平

成１１〉年秋号）がより詳しく論じている。

１ ０ 月 例 会 に 参 加 を

日時：１０月１７日（日）午後１時30分～５時

場所：名古屋市市政資料館（第１集会室）

Tel:052-953-0051

名古屋市東区白壁１丁目３番地

参加料：５００円（会員無料）

交通機関

・地下鉄名城線「市役所」駅下車、東徒歩８分

・名鉄瀬戸線「東大手」駅下車、南徒歩５分

・市バス「市政資料館南」下車、北徒歩５分

・ 〃 「清水口」下車、南西徒歩８分

・ 〃 「市役所」下車、東へ徒歩８分

駐車場

・名古屋市市政資料館：１２台収容(無料)

・ウィルあいち(愛知県女性総合センター)地下

駐車場：南隣、有料（３０分１７０円）

・鈴木不動産コインパーク：南東角交差点の東、

有料（４０分２００円）

今後の予定

11月例会：11月 7日（日）八王子セミナーハウス

12月例会：12月26日（日）名古屋市市政資料館

Tel:052-953-0051

名古屋市東区白壁１丁目３番地

11月は東京都八王子市内の八王子セミナーハウ

スで開催される「第７回古代史セミナー」参加

を例会とします。12月は第４日曜日です。

古田先生とその学問に興味のある方ならどな

たの参加も歓迎します。また参加に際し事前連

絡は不要です。遅刻・早退もかまいません。

例会での研究報告、見解発表は大歓迎です。

資料を配布される場合は、「２０部」ご用意願い

ます。

「ひろば」での原稿募集

エッセー、紀行文、各地の遺蹟・探方記事、

書物の感想など何でも結構です。

また、古代史の研究の「ヒント」なる事項

などは大歓迎です。


